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2月28日、3月1日の本会議では各会派から10人

の議員が代表して、平成13年度一般会計予算案など

について市長や関係理事者に質疑を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。
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定
都
市
で
唯
一
本
給
に
踏
み
込
む
な
ど

大
変
厳
し
い
措
置
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

超
え
る
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

行
財
政
改
革
の
達
成
度
や
財
政
状
況
の

推
移
な
ど
を
考
慮
し
、
判
断
し
た
い
。

行
政
評
価
は
、
政
策
や
施
策
等

の
有
効
性
な
ど
を
様
々
な
視
点

か
ら
評
価
す
る
こ
と
で
、
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
ル（
道
具
）で
あ

る
。
市
は
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
計

画
を
策
定
し
た
が
、
本
格
的
な
導
入
の

時
期
は
。
ま
た
実
用
化
に
向
け
た
現
時

点
で
の
課
題
は
。

市
が
導
入
を
図
る
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
は
、
予
算
、
人
事
な
ど

の
行
政
管
理
全
体
に
連
動
す
る
総
合
的

な
行
政
運
営
の
仕
組
み
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。
本
格
導
入
の
時
期
は
16
年

度
を
目
途
と
し
て
い
る
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
即
応
す
る
た
め
、
改
革
効
果

が
高
く
、
か
つ
可
能
な
も
の
か
ら
順
次

導
入
し
、
予
算
編
成
に
反
映
し
て
い
き

た
い
。
な
お
、
実
用
化
に
向
け
て
は
、

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
完
成
や
評

価
へ
の
市
民
参
加
手
法
の
構
築
な
ど
の

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
庁
舎
は
老
朽
化
が
進
み
、
建

替
え
が
論
議
さ
れ
て
き
た
。
新

庁
舎
な
ど
を
対
象
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入

の
検
討
を
進
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

同
手
法
が
日
本
で
定
着
す
る
の
か
、
特

に
市
庁
舎
の
新
築
へ
の
導
入
に
市
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
の
か
不
安
に
思
う
が
、

ど
う
か
。Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
は
、
国
に
お
い
て

法
的
な
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
東
京
都
な
ど
で
同
手
法
の
導
入
事

例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
市
で
も
、
昨
年

７
月
か
ら
検
討
に
着
手
し
た
が
、
そ
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
一
つ
と
し
て
、
13
年

度
、
新
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
も
具
体

的
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
、
従
来
手
法
と
の
コ
ス
ト
比
較

な
ど
、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
を
進
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入
の
可

否
に
つ
い
て
結
論
を
得
た
い
。

二
信
用
金
庫
の
破
た
ん
に
伴
い
、

整
理
回
収
機
構
送
り
に
な
っ
た

方
へ
の
援
助
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
府

市
協
調
で
速
や
か
な
信
用
保
証
の
承
諾

と
引
受
銀
行
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
べ
き

だ
。
ま
た
、
再
編
に
伴
う
実
態
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
経
営
相

談
に
積
極
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市

の
体
制
を
強
化
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

京
都
信
用
保
証
協
会
に
、
信
用

保
証
の
速
や
か
な
承
諾
を
要
請

す
る
と
と
も
に
、
昨
年
末
に
は
金
融
機

関
に
、
同
協
会
の
保
証
を
得
た
企
業
へ

の
確
実
な
融
資
の
引
受
け
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
専
門
家
に
よ
る

経
営
特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
更
に

本
年
４
月
設
置
の
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
専
門
家
常
駐
の
相
談
窓
口
を

開
設
す
る
。
実
態
把
握
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
整
理
回
収
機
構
に
移
管
さ
れ

た
債
権
の
取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
情
報

収
集
に
努
め
、
的
確
に
対
応
し

て
い
く
。西

陣
の
振
興
は
、
京
都

の
活
性
化
に
不
可
欠

だ
。
若
者
も
気
軽
に
着
物
を
着

ら
れ
る
機
会
を
数
多
く
つ
く
る

こ
と
や
、
西
陣
夢
ま
つ
り
期
間

に
着
物
着
用
者
の
市
バ
ス
、
地

下
鉄
の
無
料
化
な
ど
も
組
み
入

れ
、
町
中
を
着
物
姿
で
い
っ
ぱ

い
に
し
て
は
ど
う
か
。

西
陣
織
を
市
の
基
幹
産
業
の
一

つ
と
位
置
付
け
、
振
興
に
向
け

最
大
限
の
取
組
を
行
っ
て
き
た
。
中
で

も
、
和
装
教
育
は
重
要
で
、
小
学
5
年

生
に
着
物
な
ど
の
伝
統
産
業
の
副
読
本

を
配
付
し
、
そ
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会

を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
若
者
が
気
軽

に
着
物
に
親
し
め
る
事
業
も
積
極
的
に

推
進
し
て
お
り
、
今
後
も
着
物
愛
好
者

の
拡
大
に
努
め
る
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
に
は
、
保
護
者
や
地
域

の
意
向
を
学
校
が
十
分
把
握
し
、
地
域

全
体
の
協
力
の
下
で
学
校
運
営
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
学
校
評

議
員
制
度
の
活
用
を
含
め
、
具
体
的
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
は
、
10
年
度
か
ら
、
保
護

者
・
地
域
の
意
見
を
学
校
運
営

に
生
か
す
学
校
評
議
員
制
度
の
試
行
を

開
始
し
、
現
在
76
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
結
果
、
教
職
員
の
意
識
改
革

や
、
地
域
と
の
協
力
関
係
な
ど
の
深
ま

り
を
示
す
具
体
的
な
成
果
が
生
ま
れ
て

い
る
。

13
年
度
は
、
全
校
で
学
校
評
議
員
制

度
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
教
育
方
針

な
ど
が
保
護
者
・
地
域
に
ど
の
よ
う
に

理
解
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
把
握
す
る

学
校
評
価
の
調
査
研
究
を
進
め
る
な

ど
、
今
後
と
も
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
基
礎
学
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、
学
校

教
育
の
基
本
だ
。
文
部
科
学
省
は
30
人

学
級
を
見
送
る
方
向
だ
が
、
少
人
数
教

育
の
必
要
性
は
、
今
や
国
民
共
通
の
要

求
で
あ
る
。
国
に
対
し
て
30
人
学
級
の

早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
べ
き
だ
が
、

ど
う
か
。学

級
編
成
は
法
律
で
基
準
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
実
現
の
た
め

に
は
国
段
階
で
の
基
準
の
引
下
げ
な
ど

が
不
可
欠
で
、
国
に
強
く
要
望
を
重
ね

て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
国
は
、
40
人

の
学
級
編
成
基
準
を
維
持
し
つ
つ
、
特

定
教
科
で
の
20
人
程
度
の
少
人
数
集
団

に
よ
る
学
習
を
可
能
と
す
る
こ
と
な
ど

を
内
容
と
し
た
第
7
次
教
職
員
定
数
改

善
計
画
を
、
13
年
度
か
ら
5
箇
年
で
実

施
予
定
だ
。

市
は
、
12
年
度
か
ら
小
学
校
30
校
に

教
員
を
独
自
に
配
置
し
、
少
人
数
教
育

の
実
践
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
児

童
・
保
護
者
に
好
評
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
心
が
す
さ
み
、

凶
悪
な
犯
罪
が
増
加
し
て
い

る
。
心
を
和
ま
せ
る
に
は
、
自
然
に
触

れ
る
こ
と
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
生

命
を
大
切
に
す
る
こ
と
な
ど
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
心
身
共
に
健
全

な
成
長
を
図
る
こ
と
は
重
要
だ
。
本
市

で
あ
れ
ば
、
農
林
業
の
体
験
が
最
適
だ

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

農
林
業
体
験
は
命
の
大
切
さ
な

ど
を
学
ぶ
有
意
義
な
活
動
で
あ

る
た
め
、
校
内
の
栽
培
園
で
野
菜
栽
培

を
行
う
な
ど
、
土
や
自
然
に
親
し
む
取

組
を
推
進
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、

生
き
方
探
究
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
推
進

事
業
で
、
関
係
機
関
な
ど
の
協
力
の
下
、

農
林
業
体
験
を
採
り
入
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
大
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
市
の
特
性
を
生
か

し
、
農
林
業
体
験
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。

西
京
商
業
高
校
が
全
面
改
築
さ

れ
る
が
、
教
育
内
容
も
充
実
し

生
き
方
探
究
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
推
進
事
業
で

農
業
体
験
を
す
る
中
学
生

2月定例会では、意見書5件を

可決しました。

これらの意見書は、内閣総理

大臣など、関係機関に提出しま

した。

米国ハワイ沖における実習船と原

子力潜水艦との衝突事故に関する

意見書

米国ハワイ沖にて愛媛県立宇和島

水産高校実習船「えひめ丸」が、急

浮上した米国海軍の原子力潜水艦に

衝突され、沈没した。

事故発生後の調査が進むにつれ

て、民間人が同潜水艦の操縦にかか

わっていた事実など様々な問題が明

らかになってきた。

国は、米国政府に対して、関係者

への謝罪と補償、行方不明者の捜索

活動と一日も早い船体の引揚げ、情

報の開示を求めるとともに、衝突原

因の徹底的な究明を求めること。

家電リサイクル法に関する意見書

国は、次のことを実施すること。

1 消費者、家電販売店、家電メー

カーなどが役割を分担してリサイク

ルに取り組む制度の趣旨や仕組み

が十分に理解され、不法投棄や回

収料金の肩代わりが発生しないよ

う、積極的な広報活動を実施する

こと。

2 家電メーカーが拡大生産者責任

を十分理解し、より再利用しやす

い製品の開発に努めるとともに、リ

サイクルに掛かる経費の削減を図

っていくよう、監督・指導すること。

3 引取り、リサイクルに掛かる費用

を製品出荷時の価格に上乗せする

ことで、購入時に省資源の観点か

ら家電製品を選択することができ

ることとなる仕組みづくりなど、消

費者が理解しやすい制度への改正

について、今後検討すること。

4 不法投棄物のリサイクルに掛か

る費用については、家電メーカー

をはじめ関係業界等に一定の負担

を課すよう、制度を改めること。

無年金者問題の解決を求める意見書

高齢者や障害者でありながら、年

金を受けられず、困難な状況に置か

れた数多くの人々が存在する。

国や市町村では、様々な対策が講

じられてきたが、依然多くの無年金

者が存在しており、その存在は都市

において大きな社会問題にもなりか

ねないものと予想される。

国は、現行の社会保険方式による

年金制度を前提としつつも、国民皆

年金の実現と、新たな無年金者の発

生の防止をするため、年金制度の一

層の改善措置を早急に講じること。

高齢者及び障害者の雇用促進を求め

る意見書

2000年12月の完全失業率は4.8％で

あり、中でも60～64歳の高齢者の完

全失業率は6.9％と高水準である。

一方、民間企業の心身障害者の実

雇用率は、同年6 月1日現在1.49％で、

法定障害者雇用率が1.8 ％と設定さ

れているにもかかわらず、多くの企業

で目標を大きく下回っている。

国は、次の対策を早急に行うこと。

1 高齢者雇用の年齢制限の緩和を

行い、定年の延長、継続雇用及び

再雇用を促進するために、実効性

のある対策を講じること。

2 高齢者対象の起業への積極的支

援を行うこと。

3 法定障害者雇用率の達成のため

に、作業所に対する支援策を強化

するとともに、IT講習など実効性の

ある施策を講じること。

鉄道線路及び駅構内における安全対

策の強化を求める意見書

JR山手線新大久保駅で発生した

転落事故は、駅構内での安全対策の

必要性を改めてクローズアップした。

特に今回の事故現場では、転落そ

のものを防止する抜本的な対策が求

められている。

交通バリアフリー法が制定され、

駅構内・周辺のバリアフリー対策が

実施されていくが、併せて駅構内の

安全対策の強化を図る必要がある。

国は、事故の再発を防ぐために、

鉄道事業者に提出を求めている安全

対策の整備計画を確実に実施させる

よう指導を徹底するとともに、そのた

めの支援策を講じること。
な
お
、
13
年
度
に
伝
統
産
業
の
日
を

定
め
る
予
定
で
、
提
案
の
趣
旨
は
、
そ

の
取
組
の
中
で
関
連
業
界
の
意
見
も
聞

き
、
生
か
し
て
い
き
た
い
。

市
は
、
創
業
を
促
進
す
る
た
め
、

昨
年
、
京
都
起
業
家
学
校
を
開

校
し
、
起
業
に
当
た
っ
て
必
要
な
知
識

の
習
得
な
ど
き
め
細
か
く
支
援
す
る
と

し
て
い
る
が
、
更
に
、
現
実
に
企
業
を
立

ち
上
げ
る
際
に
こ
そ
、
よ
り
具
体
的
な

支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

創
業
時
の
最
大
の
課
題
で
あ
る

資
金
調
達
を
強
力
に
支
援
す
る

た
め
、
起
業
家
学
校
修
了
生
を
対
象
に
、

１
千
万
円
の
無
担
保
無
保
証
人
の
開
業

資
金
融
資
制
度
を
創
設
す
る
。
ま
た
、

会
社
設
立
準
備
の
た
め
の
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
ー
ス
を
提
供
し
、
専
門
家
に
よ
る
日

常
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
・
ベ
ン
チ
事
業
を
始
め
る
。

こ
う
し
た
取
組
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

目
利
き
委
員
会
の
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ

な
げ
て
い
き
、
段
階
的
に
実
践
的
な
支

援
策
を
展
開
し
て
い
く
。

（

）

信
用
金
庫
の
再
編
に

伴
う
中
小
企
業
へ
の
支

援
策

（

）

起
業
家
育
成
の
た
め
の

支
援
策

わたしたちの伝統産業

府
は
、
12
年
度
に
全
職
員
を
対

象
と
し
た
定
期
昇
給
の
延
伸
な

ど
で
約
59
億
7
千
万
円
の
財
源
を
捻
出

し
た
。
一
方
、
市
は
市
長
や
局
長
級
職

員
な
ど
の
給
与
カ
ッ
ト
を
決
定
し
た
が
、

削
減
額
は
約
5
千
4
百
万
円
だ
。
市
長

の
姿
勢
は
評
価
す
る
が
、
財
源
に
は
寄

与
し
て
い
な
い
。
府
同
様
の
措
置
を
行

わ
な
い
の
か
。

市
は
7
〜
12
年
度
の
間
に
職
員

数
を
千
246
人
減
員
し
、
約
413
億

円
の
人
件
費
を
節
減
し
た
。
今
後
、
更

に
５
年
間
で
千
人
の
削
減
を
目
標
に
取

組
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
行
財
政

改
革
を
断
行
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
決

意
表
明
と
し
て
市
長
を
は
じ
め
特
別
職

と
局
長
級
職
員
の
給
与
を
カ
ッ
ト
す
る

こ
と
に
し
た
。
今
回
の
カ
ッ
ト
は
、
指

（

）

よ
り
一
層
の
人
件
費
の

削
減

（

）

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導

入
の
目
途

（

）

新
庁
舎
整
備
に
係
る

P
F
I
手
法
の
検
討

※
P
F
I
手
法

公
共
施
設
等
の
建
設
、
運
営
な
ど
を
民

間
の
資
金
、
経
営
能
力
な
ど
を
活
用
し
て

行
う
、
イ
ギ
リ
ス
で
導
入
さ
れ
た
新
し
い

社
会
資
本
整
備
の
手
法

市役所本庁舎

（

）

和
装
産
業
の
振
興

※

子
ど
も
た
ち
を
早
期
救
済
す
る
た
め
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
は
虐
待
防
止
に
向
け
て
ど
う
取
り
組

む
の
か
。
特
に
虐
待
の
早
期
発
見
の
シ

ス
テ
ム
を
ど
う
整
備
す
る
の
か
。

市
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
子
育

て
支
援
を
総
合
的
に
展
開
す
る

た
め
、
京
都
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連

絡
会
議
の
設
置
と
共
に
、
区
レ
ベ
ル
・

地
域
レ
ベ
ル
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
よ
り
、
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
努
め
て
い
る
。

13
年
度
は
、
児
童
相
談
所
の
体
制
整

備
や
民
間
住
宅
な
ど
を
活
用
し
た
児
童

養
護
施
設
の
拡
充
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

主
任
児
童
委
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
専

門
的
研
修
の
実
施
な
ど
対
策
の
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

障
害
の
あ
る
児
童
を
学
童
ク
ラ

ブ
へ
受
け
入
れ
る
た
め
の
介
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
制
度
が
あ
る
が
、

登
録
状
況
に
地
域
格
差
が
あ
り
、
保
護

者
が
苦
労
し
て
い
る
。
学
童
ク
ラ
ブ
に

登
録
さ
れ
て
い
る
障
害
の
あ
る
児
童
の

人
数
に
応
じ
て
指
導
員
を
増
員
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

障
害
の
あ
る
児
童
を
学
童
ク
ラ

ブ
へ
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、

市
独
自
に
各
児
童
館
な
ど
へ
の
事
業
費

の
加
算
や
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
、
主
任
厚
生
員
に
よ
る
巡
回
指
導
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
介

助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
、
全
市
的
に

は
不
足
し
て
い
な
い
が
、
今
後
も
そ
の

確
保
に
つ
い
て
、
広
報
に
努
め
る
と
と

も
に
、
保
護
者
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
障
害
の
あ
る
児
童
の

受
入
れ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

敬
老
乗
車
証
は
、
高
齢
者
の
福

祉
と
社
会
参
加
に
と
っ
て
貴
重

な
事
業
だ
。
市
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く

取
組
案
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
性
や

あ
る
程
度
の
受
益
者
負
担
を
求
め
て
い

国
保
制
度
で
は
、
市
は
国
の
基

準
に
よ
り
医
療
機
関
が
決
め
た

医
療
費
を
支
払
う
だ
け
で
、
保
険
者
と

し
て
の
裁
量
権
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
抜

本
的
に
制
度
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

ま
た
、
国
保
運
営
協
議
会
の
審
議
を

速
や
か
に
公
開
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、

ど
う
か
。市

の
国
保
財
政
は
100
億
円
を
超

え
る
累
積
赤
字
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、

一
般
会
計
か
ら
総
額
135
億
円
も
の
巨
額

の
繰
入
れ
を
行
う
な
ど
、
最
大
限
努
力

し
て
い
る
が
、
市
の
努
力
に
も
限
界
が

あ
る
。
医
療
保
険
制
度
の
抜
本
改
革
が
、

14
年
度
に
国
の
責
任
で
確
実
に
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

国
保
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
原

則
的
に
は
公
開
の
方
向
で
、
今
後
、
同

協
議
会
委
員
に
諮
り
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

昨
年
の
児
童
虐
待
防
止
法
の
施

行
に
よ
り
、
虐
待
さ
れ
て
い
る

（

）

国
民
健
康
保
険（
国
保
）

制
度
の
抜
本
的
改
革

（

）

児
童
虐
待
防
止
に
向
け

て
の
取
組

（

）

障
害
の
あ
る
児
童
の
学

童
ク
ラ
ブ
事
業
へ
の
受

入
体
制

児童相談所（児童福祉センター１階）

（

）

市
バ
ス
・
地
下
鉄
な
ど

の
敬
老
乗
車
証
制
度
の

在
り
方

く
こ
と
を
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

敬
老
乗
車
証
の
廃
止
・
縮
小
は
や
め
、

存
続
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

敬
老
乗
車
証
制
度
は
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
も
と
も
と
廃

止
す
る
考
え
は
な
い
。

こ
の
制
度
は
、
発
足
後
25
年
以
上
が

経
過
す
る
中
で
、
対
象
者
が
年
々
増
加

し
、
事
業
費
も
増
大
す
る
一
方
、
内
容

の
面
で
公
平
性
の
確
保
な
ど
多
く
の
議

論
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り
公
平
か
つ
効
果

的
な
制
度
と
な
る
よ
う
、
今
後
の
制
度

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（

）

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

の
推
進

（

）

30
人
学
級
の
早
期
実
現

（

）

学
校
に
お
け
る
農
林
業

体
験
学
習
の
実
施

て
こ
そ
市
民
の
期
待
に
沿
う
も
の
だ
。

21
世
紀
を
生
き
抜
く
高
校
づ
く
り
を
目

指
し
、
新
学
科
を
設
立
す
る
が
、
そ
の

内
容
を
聞
き
た
い
。

新
学
科
の
一
つ
は
、経
済
的
素

養
を
身
に
付
け
、総
合
的
視
野

か
ら
判
断
で
き
る
能
力
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、主
に
人
文
・
社
会
科
学
系
統
の

大
学
で
の
専
門
研
究
で
こ
れ
を
更
に
発

展
さ
せ
得
る
学
力
の
伸
長
を
目
指
す
学

科
で
あ
る
。も
う
一
つ
は
、経
済
界
で
即

戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
実
践
力
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、資
格
を
生
か
し
た

進
学
も
展
望
で
き
る
学
科
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
学
科
も
、
国
際
化
・
情
報

化
の
進
展
に
対
応
し
、
起
業
家
精
神
の

涵
養
を
図
れ
る
教
育
を
産
業
界
と
も
連

携
し
展
開
し
て
い
き
た
い
。

成
人
式
は
、
和
装
業
界
や
京
都

経
済
に
と
っ
て
も
大
切
な
行
事

で
あ
る
。
式
の
企
画
段
階
か
ら
当
日
の

運
営
ま
で
、
新
成
人
や
幅
広
い
市
民
の

代
表
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

式
を
一
層
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い
く

た
め
、
市
民
と
共
に
考
え
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

成
人
の
日
を
一
層
意
義
深
い
も

の
と
す
る
た
め
、
新
成
人
や
青

年
団
体
の
関
係
者
な
ど
様
々
な
分
野
の

方
々
に
参
画
い
た
だ
き
、「
成
人
の
日
を

み
ん
な
で
祝
う
推
進
委
員
会
（
仮
称
）」

を
発
足
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
成
人

の
日
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
幅
広
い
観
点

か
ら
協
議
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
、

そ
こ
で
の
論
議
を
生
か
し
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
市
民
み
ん
な
で
祝
う
京
都

ら
し
い
成
人
の
日
の
在
り
方
を
全
国
に

発
信
し
て
い
く
。

（

）

市
民
と
共
に
考
え
る
成

人
式
の
在
り
方

成人の日記念式典オープニングの和太鼓演奏

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
疑

○
市
民
の
自
主
防
災
意
識
の
醸
成
策

○
ポ
ン
ポ
ン
山
元
ゴ
ル
フ
場
建
設
予
定
地
買
収
に
つ
い
て
の
全
容
の
解
明

○
着
物
の
着
付
け
の
義
務
教
育
へ
の
導
入

○
ご
み
減
量
の
た
め
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入

（

）

市
立
西
京
商
業
高
等

学
校
に
お
け
る
新
学
科

の
設
立

市会が採択した請願

○下水道の整備 ［左京区］
（2件）

○下水道の早期設置の研究
［左京区］


